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が
ん
対
策
な
ど
福
祉
政
策
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
評
判
も
高
く
、
町
の
代
名
詞
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
一
の
福
祉
の

町
を
築
い
た
重
要
な
施
策
で
あ
り
ま
す
の

で
、
今
後
も
引
き
続
き
推
進
を
図
っ
て
ま
い

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 私

は
、
大
願
成
就
を
果
た
す
信
条
と
し

て
、
「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
日
の
出
町
！
」

を
合
言
葉
に
「
地
の
利
は
人
の
利
に
如
か

ず
」
を
念
頭
に
「
行
政
は
人
な
り
、
人
は
心

な
り
」
の
精
神
で
行
政
を
司
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
の
真
の
町
づ
く

り
が
生
ま
れ
て
く
る
も
の
と
確
信
す
る
次

第
で
す
。 

 

む
す
び
に
、
関
係
各
位
の
ご
活
躍
と
ご
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
三
期
目

就
任
の
抱
負
と
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

三
期
目
を
迎
え
て 

 
 

 
 

日
の
出
町
長 

橋 

本 

聖 

二 

   

町
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
三
期
目
の
当
選
を
果
た
し
、
引
き

続
き
町
政
を
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。 三

期
目
を
迎
え
、
気
持
ち
を
引
き
締
め

る
と
同
時
に
、
「
対
話
か
ら
生
ま
れ
る
心

の
通
う
町
政
」
の
実
現
を
ま
ず
基
本
理
念

に
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
愛

町
の
精
神
を
心
に
刻
み
、
立
て
た
目
標
を

生
き
が
い
に
、
町
民
皆
さ
ま
方
と
共
に
歩

み
を
進
め
、
町
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存

で
す
。 

具
体
的
に
は
、
「
環
境
先
進
都
市
ふ
る

さ
と
日
の
出
」
を
基
調
に
、
環
境
に
や
さ 

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
そ
れ
の
核
と
な
る
の
が
、
総
合
文
化

体
育
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
「
十
年
後
の
日
の
出
町
」
と
題
し
て
計

画
を
進
め
て
き
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

(

太
陽
光
発
電)

を
公
共
施
設
を
中
心
に
事

業
の
促
進
を
目
指
し
ま
す
。 

 
直
近
事
業
と
し
ま
し
て
は
、（
仮
称
）
野

鳥
の
森
・
こ
ど
も
自
然
公
園
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
事
業
を
進
め
、
ま
た
、
長
年
の

懸
案
計
画
で
あ
り
ま
し
た
東
光
院
橋
架
橋

事
業
に
つ
い
て
も
着
手
し
、
完
成
に
向
け

て
努
め
ま
す
。 

 

ま
た
、
子
育
て
施
策
、
高
齢
者
対
策
、

が 

  

新
宿
支
店
長
就
任
の
ご
挨
拶 

 
 

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱
新
宿
支
店
長 

 

鈴  

木 
 
 

誠 

若
草
の
候
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
並

び
に
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。 

 

ま
た
、
平
素
よ
り
弊
社
の
保
証
事
業
（
契

約
保
証
・
前
払
金
保
証
・
中
間
前
払
金
保

証
）
、
弊
社
子
会
社
で
あ
り
ま
す
株
式
会
社

建
設
経
営
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ン
サ
ル
事
業
及

び
金
融
事
業
（
地
域
建
設
業
経
営
強
化
融
資

制
度
に
基
づ
く
Ｋ
Ｋ
Ｓ
出
来
高
融
資
）、
弊

社
関
係
会
社
で
あ
り
ま
す
日
本
電
子
認
証

株
式
会
社
の
電
子
入
札
用
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
等

に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
高
配
を
賜
り
心

か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

私
は
、
本
社
の
経
理
部
に
三
年
間
在
籍
し

た
後
、
四
月
か
ら
新
宿
支
店
の
新
任
支
店
長 

と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し
た
鈴
木
誠
と
申
し
ま

す 

よ
り
地
域
の
皆
様
か
ら
大
変
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
、
ま
さ
に
地
域

建
設
業
と
し
て
の
役
割
を
十
二
分
に
果
た

さ
れ
て
い
る
の
だ
と
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。 

 

現
在
の
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
く
、
工
事
量
の
地
域
間
格
差
、
担
い

手
確
保
の
問
題
や
生
産
性
の
向
上
な
ど
、

難
し
い
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
少
し
で
も
皆
様

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
誠
意
を
も
っ
て

励
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
西
多
摩
建
設
業
協

同
組
合
並
び
に
組
合
員
の
皆
様
の
益
々
の

ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
い
た
し
ま 

 

し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ 

き
ま
す
。 

す
。
前
任
支
店
長
の
植
草
と
同
様
に
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

私
の
生
ま
れ
育
っ
た
新
潟
県
は
、
平
成

十
六
年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震

や
、
度
重
な
る
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
、
ま
た
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。

幼
い
頃
で
す
が
、
実
際
に
私
も
水
害
の
被

害
に
あ
い
、
怖
い
思
い
を
し
た
こ
と
が
ご

ざ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
公
共
工
事
の
重

要
性
や
地
元
建
設
企
業
の
必
要
性
は
身
に

染
み
て
お
り
ま
す
。 

西
多
摩
地
区
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
豊

か
な
緑
に
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
半
面
、

急
峻
な
山
々
を
抱
え
る
地
域
で
あ
る
た

め
、
組
合
員
の
皆
様
が
災
害
の
対
応
や
そ

の
復
旧
・
予
防
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
、
積
雪
時
に
は
迅
速
な
除
雪
作
業
に 

  

 

  

 

◇
お
知
ら
せ
◇ 

平
成
三
十
年
度
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ 

 

月
日 

 

五
月
十
五
日
（
火
曜
日
） 

集
合
時
間 

 
 

七
時
三
十
分 

場
所 

 
 

 

東
京
バ
ー
デ
ィ 

ー
ク
ラ
ブ 

募
集
人
数 

 
 

 

四
十
名 

詳
細
に
つ
い
て
は
、 

四
月
十
九
日
募
集 

案
内
を
ご
参
照
下 

さ
い
。 

    

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

第
五
十
二
回
通
常
総
会 

月
日 

五
月
二
十
三
日
（
水
曜
日
） 

会 

場 

青
梅
市
福
祉
セ
ン
タ
ー 

三
階 

 

・
総 

会 

十
六
時 

う
め
の
間 

 

・
懇
親
会 

十
八
時 

ふ
よ
う
の
間 

  

西
建
協
・
若
手
経
営
者
の
会 

第
二
十
五
回
定
期
総
会 

 
 

月
日 

五
月
三
十
一
日
（
木
曜
日
）
十
六
時 

会 

場 

建
設
会
館 

三
階
会
議
室 

 

 

全
国
労
働
安
全
週
間
説
明
会 

月
日 

六
月
十
五
日
（
金
曜
日
）
十
四
時 

会 

場 

羽
村
市
ゆ
と
ろ
ぎ 

二
階
講
座
室 

 

 
 
 

・
全
国
安
全
週
間
実
施
要
綱
及
び 

労
働
災
害
発
生
状
況
等
に
つ
い
て 

・
事
例
発
表 

 
 
 

・
そ
の
他 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
東
京
支
部
西
多
摩
分
会 

 

  

 

平成２９年４月２７日 

ゴルフコンペ懇親会 
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 ３ 月 事 業 報 告  

８日 広報委員会 ２８４号編集発行 

１５日 現場安全パトロール ４現場（災害対策安全委員会） 

①㈱島田組  平井川整備工事（その 38）   

   ②岩浪建設㈱ 道路災害防除工事（緊急施行）西の 2 

③成友興業㈱ 道路改修工事（西-草花の 7） 

   ④佐久間・井戸建設共同企業体    

東京都西多摩保健所（29）改修工事 

１５日 事業委員会 

１９日 総務委員会 

２０日 【西多摩 建設マイスター】応募締切 

２２日 理事会 

  ４ 月 事 業 計 画  

２日 三建連 合同企業説明会 第１回実行委員会 

１１日 西建協・若手経営者の会 役員会 

１３日 広報委員会 ２８５号編集発行 

１３日 事業委員会 

１６日 都議会公明党「都の入札制度改革に対するヒアリング」  

三多摩建設業連合会 出席 

１５日 国・都の優良工事の表彰受賞者の応募締切 

１６日 総務委員会 

１８日 理事会 

２６日 災害対策安全委員会 

２６日 東京都知事による「都の入札契約制度改革に対する」

ヒヤリング出席（三多摩建設業連合会） 

 

５月１５日 西多摩建設業協同組合 親睦ゴルフコンペ 

５月２３日 西多摩建設業協同組合 第５２回通常総会 

５月３１日 西建協・若手経営者の会 第２５回定期総会 

 

 

◇日建学院青梅認定校（西建協）からのご案内◇ 

受講生募集案内 『合格のための受験対策講座』 

<青梅校 2018年度開講講座〉 

◎１級土木施工管理技士学科コース  毎週 火・木 

講義日程 ３月中旬～６月下旬  18：40～ 

◎給水装置工事主任技術者講座    毎週 火・木 

講義日程 ７月下旬～１０月中旬 18：40～ 

◎２級土木施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ６月下旬～１０月中旬 18：30～ 

◎宅地建物取引主任者本科コース   毎週 水 

講義日程 ３月中旬～１０月中旬 

◎２級建築施工管理技士（学科・実地）コース 毎週 火・木 

講義日程 ８月中旬～１１月上旬 

西多摩建設業協同組合が「日建学院認定校」として青梅校を

開講（９年目）致します。 

会員企業の皆様からの受講問合せ（受講申込）等の連絡を  

お待ちしております。 

＊詳細説明は随時致します。 

＊先ず下記までお問合せ下さい。 

連絡先 青梅認定校（西建協） 0428-22-6245 石川 

       日建立川校  担当：澤田 080-9349-3870 
 

 

 

 

  


